
 

 

 

 

 

 これからが楽しみな、さとっこの学ぶ力 

～平成３０年 全国学力学習状況調査の結果より～ 
 秋も深まり、ようやく校内の木々も色づいて落ち葉が舞う季節になりました。平素は本校教育にご理解

ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 さて、4月に実施した全国学力学習状況調査について、本校の結果の概要をお知らせします。学校では分

析結果を、低いところ＝だめなところ ではなく、大きな伸びしろであり希望のもとだと捉え、武庫の里の

子どもたちの未来につながる学力向上や授業研究の改善に取り組んでいます。ご家庭でも自主学習の課題

を選ぶ際の参考にしていただき、ともに子どもたちを励ましていきましょう。 

 国語 A：全国の平均７０．７％に対して本校は６９％でした。高かった力は「書くこと」で、例えば

漢字を文の中で正しく使う力です。一方「読むこと」や「話すこと・聞くこと」は標準より低いとい

う結果が出ていました。例としては、文の中から必要な情報をとらえる、情景描写をもとに登場人物

の心情をとらえる、主語述語の関係に注意して文を正しく書く、自分が伝えたいことについて事例を

挙げながら筋道を立てて話す、といった内容です。 

国語 B：全国５４，７％に対し、本校は５０．０％でした。特に、「読むこと」「国語への関心・意欲・

態度」の得点が低いことに考えさせられました。本校は読書教育を学力向上に取り入れており、仮図

書館の今も読書をもっとしたいとの声が出ています。読書が国語への意欲関心につながる工夫が必要

です。また、国語Ｂのみならずどの教科にもいえることですが、「目的に応じて内容を明確におさえ、

自分の考えを明確に」という部分が本校児童は弱く、未来につながる力としても重要なところだと考

えます。本校の授業で今、最も力を入れているところですので、今後を楽しみにしたいと思います。

同時に日頃から新聞や報道に親しんで自分なりの考えをもつ生活習慣も大切にしたいところです。 

算数 A：全国が６３，５％に対し、本校は５９％でした。「数と計算」「量と測定」「数量関係」「図形」

が全体的に少しずつ低い結果でした。折れ線グラフから変化の特徴を読み取るといった「数量関係」

問題は、生活の中で新聞や報道の情報に親しむ習慣をつけると、身近なこととなり、興味関心が高ま

ります。計算問題をする際は、時間を意識しスピード感をもって集中して解くことが大切です。 

算数 B：全国が５１，５％に対し、本校は４３％でした。示された情報を解釈し、条件に合った時間 

を求める「数と計算」、示された考え方を解釈し、他の数値の場合を表に整理し、そこから条件に合う

時間を判断する「量と測定」、「数量関係」とも全国より低かったのですが、特に本校児童が苦戦して

いたのが「図形」問題です。たとえば、集まった図形の角の合計が３６０度になることを記述する、

といった、国語力も問われる記述の力です。素早く計算ができて解答を導くことをゴールとするので

はなく、そこに至る自分の考えを文章で論理立てて記述するのです。 

4 月からこの 8ヶ月でも、先生方は一丸となって授業改善の研究に取り組み、成果をあげています。武庫

の里の子どもたちはそんな日頃の授業の積み重ねにより、発表や交流の様子から、自信も積み重ねている

ように見えます。学級の授業を楽しみながら,自分でみつけためあてや考え方をノートに書く力や、説明す

る力、友だちと考えを述べ合う力がついてきたと思って見ています。点数を上げることが最終目標ではな

く、未来に生きる学力をつけるその線上に結果として顕れてくることを信じています。 

無回答率が低い＝最後まで解こうとがんばる粘り強さがある 

 尼崎市では長く無回答率が高いことが課題だと言われてきました。しかし、本校児童はどの教科も無回

答率が平均より低いのです。つまり、皆が最後まで解こうと頑張っていることがわかります。素晴らしい

ことです。この頑張りに応えたいと思い、先生方は頑張ってくださっています。 

今後を楽しみにしてください！ 

 

児童質問紙より 学力調査と同等以上に重要視しているのが、児童質問紙の結果です。一部掲載し 

ます。 

 

 

←たくさんあるんだよ！ 

 

←upしました！ 

 

   

 

素直さ、まじめさは、さとっこの宝です！ 

 

 

←素晴らしい！ 

←素晴らしいです！ 

←各ご家庭に脱帽！ 

 子どもたちが将来自己実現により自立して生きるために必要な学力について、もちろんこの調査で全て

が測られるものではありません。しかし、武庫の里小学校の児童は、皆素直で落ち着いており、この安定感

は抜群だと感じています。本校のおおらかにのびのび過ごせる校風は、こどもたちも保護者や地域の皆様

も愛して止まない貴重な伝統と言えるでしょう。この宝を大切にしながら、伸びしろたっぷりのさとっこ

の学力を伸ばしていきたいと思います。 

机に向かっての学習のみならず、日頃から進んではきはきと挨拶することや、きちんと対話することが人

としての学力の基盤だと考え、大切にしていきます。 

今後とも、子どもたちのために、ご理解ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

 今後改善を図りたい項目 武庫里小 全国 
自分にはよいところがあると思う   ８０% ８３% 
学校のきまりを守っている。 ８１% ８９% 
地域のことを調べたり交流したりする機会があった。 ５４% ７４% 
新聞を読んでいますか １８% ２０% 

将来、理科や科学技術に関する仕事につきたい １４% ２６% 

 全国より優れた値を示している項目 武庫里小 全国 

将来の夢や目標を持っている。 ９３% ８７% 
人の役に立つ人間になりたい ９７% ９５% 

朝食を毎日食べていますか １００% ９８% 

「げんき・ゆうき・ほんき」で、未来に生きる力を伸ばす 臨時号 
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